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アプラムシの警報フェE)モン

Alarm PheromoneofGrainAphids.

W.H.∫.M.Wientjens,A.C.LakwijkandT.van
derMarel,Ex♪ericntia,29,658(1973).

アプラムシの類が,警報フェロモンを分泌すること

は,Kislow等によって報告されていて, その中で記

載されているアブラムシの一種MyzusJ･Cystcaeの警

報フェロモンは,β-farneseneであると,Sidallは

確認している.

そこで,小麦で飼育した grainaphid (Macyo-

siLIhumavenae,Rho♪alosibhum badi,Meto♪olo.

♪hiu桝dirhodum)および,カプラで飼育した greerL

peachaphid(Myzusbersicae)の成虫 を,おのお

の,n-ヘキサンに浸rjL, それらの抽出物で,上記

4種のアプラムシに対して生物試験をしたところ,互

いに活性が認められ また,それらの抽出物は,ガス

クロの保持時間による比較で,合成 β-farneseneに

相当する化合物を含んでいることが認められた.そこ

で,その部位を分取ガスクロで精製し,GC-MSで分

析した純米.分子 イオンm/e204を与え,合成 β-
farneseneのマススペクトルと一致し,それら天然物

の4班のアプラムシに対する生物試験の終采も,合成

β-farneseneのそれと一致したが,種矧こよっては若

手の感受性の去-Fi･が認められた.

な払 他の4校のアプラムシ,Macyosibhumyosae,

AcyrthosEL)hopL)fsum,Schiza♪hL'sgramL'numぉよ

び,AbhisgossyLIijの暫稚フェロモンが,trams-β-

farneseneであることは,Bowers等によって,すで

に確認されている. (原 英俊)

スジコナマグラメイガEpheStfakuehnEeltLZ幼虫

大股腺の産卵フェロモン

OvipositionPheromoneinLarvalMandibular

GlandsoEE♪hcsLfakuchnieLla.

SarahA.Corbet.Nature,243,537(1973).

スジコナマダラメイガEbhcstl'akuehnL'ctlaの幼虫

は･大隠脱から粥を作るフェ｣ロモンを分泌していると
いわれているが.この同じ分泌物が同位の産卵雌成虫

に彫皆をおよほし,その産卵数が産卵場所での幼虫の

分泌するフェロモン塁または幼虫の個体群密度に関係

していることがわかった.虫は12時間賦明の光周期,
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25oCで飼育し,羽化した雌雄成虫は隔離する.毎日

消燈時に採取した羽化後24時間以内の蛾を.一日後に

交尾させ,そのまま24時間放置した雌を実験に供試し

た.既交尾雌は,24時間で-回転する水平な円盤上に

置かれた容器中に一匹づつ入れる.蛾は,暗期が始ま

るとすぐに円盤上にほとんどの卵を産む.この実験で

は,最初の産卵ピークの厄前,即ち消燈時に新鮮な大

股腺物質を供試虫に与えろようにした.既交尾雌を,

同一容怒中に幼虫と一緒に入れる.消燈前数分で幼虫

をとり出し,24時間産卵させる.幼虫数をいろいろ変

えた (1,5,10,20,50匹)ところ20匹の場合が超卵

数最高であった.次に.幼虫の大艦腹をether申戯押

しether抽出物の種々の希釈披50FLLを垣径16mmの

細片上に滴下する. これと雌とを同じ容器に入れ

6-7時間産卵させると,薄片一枚につき約0.05-0.5
対の大股腺相当の濃度に一番多く産卵した.大腿腺抽
出物氾皮は,産卵数のみならず卵の空間的分布をも左

右する.細片に接して産下された卵の割合は,大股股
0.5対相当温度において最高である.Ether抽出物中

の-成分 (compoundI)は.大股腺から水浴紋中油

状物をしぼり出し,この水浴紋から抽山することによ

りほぼ純粋にとりだし狩る.先の ether抽出物 と同

様の操作を CompoundIについておこない, 6時InJ

で雌蛾は平均123個産卵した.対民は してのきれいな

細片の場合では,平均産卵数97個で,また紹JLl'にはし

て産下された卵の割合は,CompoundIで平均22%.

対僻9%とCompoundIの方が高い. ところで助山

は成虫とともに大隠腺抽出物の氾皮変化に対して獄似

の反応を示す.即ち,最終令幼虫期間は分泌物のFflrZil

氾皮 (幼虫5匹が容掛f]で1時間に生産する出)で出
も短かく,それ以外の氾皮では長くなる.城山雌蛾の

虫大産卵数も中間波圧 (幼虫20匹で1時間)においで

である.このような反応型式は,幼虫の成Liを助け過

密にならないように彼等に産卵場所を逃Dはせている

のであろう.産卵の時と場所に彫響するこの物TIは,

芋虫防除の方面で注目すべきものである.compound

Iは別の貯穀害虫3位,スジマグラメイガEP/leStia

cauEeLLa,チャマダラメイガ Ebhestl'aeLuteLLa, ノ

シメマグラメイガ PLodiainteTbunctcLtaの幼虫大

腿腺でもみいだされている.この物質の梢道は現在探

究中である. (中島修乎)


